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誰もが良い環境の海と思えるのはどのような海なのか？ 
学校法人三重高等学校 三重中学校１年 石川恵雅 

＜海の学校について＞ 
 海の学校とは，櫛田川河口の松名瀬海岸で，三重大学教授，松阪漁業協同組合，⻄⿊
部公⺠館館⻑，ざっこ Club 代表，三重県農林水産部みどり共生推進課野生生物班の方々
を講師として招いて実施した中学１年生の特別授業。研究者や漁業者，自然観察の専門
家，野生生物保護に関わる行政の方から解説をいただき、松名瀬を通して海を多面的に
みることを学ぶ。 
 
＜海の学校で感じたこと＞ 
 松名瀬干潟に行ったときにカニや貝がたくさんいたので、良い環境の海だと思った。
しかし、松阪漁業協同組合の人は良い環境の海だと思っていなかった。魚にとっては海
に流れてくる水にリンや窒素を多くして、プランクトンが増えたほうが良いと話されて
いた。反対に、海に流れてくる水を汚してはいけないと言っている方もいた。 
 
＜海の学校後の継続調査＞ 
 私たちの学年では、班に分かれ、海の学校で興味を持ったことについて調べた。自分
は松名瀬干潟が良い環境の海だと思っていたが、松阪漁業協同組合の方は良い環境の海
と思っていなかったことから、誰もが良い環境と思える海とはどのような海なのかとい
うテーマで話し合いをした。話し合いの中で水が澄んでいると良い環境の海と意見が出
て、海の水は森や川からきていることから、水の循環について調べてみようという話な
った。 
  



〜水の循環とは〜 
水の循環の仕組み  

 
海の水は蒸発して山へ行き、雨になって降る。このことから海と山は関係があることを
知った。海の水を澄んだ水にするためには山や川など、海だけ見てはいけないと感じた。 
 
＜三重県松阪地域防災総合事務所環境室環境課の方にお話を聞いて＞ 
 他の班が、浄化槽について調べており、私たちにも、浄化槽の水が海に流れてくると
いうことで関係があると思い、話を聞かせて頂いた。松阪には単独処理浄化槽が多く、
単独処理浄化槽は生活雑排水を未処理のまま流すこと、合併処理浄化槽にすると生活雑
排水も処理することを知った。また、環境課の方は、生活雑排水を流さないためにも単
独処理浄化槽から合併処理浄化槽に変えてほしいと話されていた。 
 松阪には、単独処理浄化槽が多く、生活排水がそのまま川に流されることが多いこと
を知った。山や川などだけでなく人の生活についても考えていかなければならないと思
った。 
＜私の気づき＞ 
 立場によってそれぞれ良い環境と思える海が違うことが分かった。私たちが良い環境
の海だと思っても、他の人にとっては違うかもしれないことを知り、自分たちが思って
いる良い環境の海だけではいけないと感じた。また、私の周りにある自然や生活が海に
深くかかわっていることを知り、生物だけでなく浄化槽や山、川の様子も見るようにな
った。浄化槽のことや山、川などのことを考えていくためには、自分が知っているだけ
でなく他の人にも知ってもらうことが必要だと思った。 
＜これから＞ 
 海の学校のような機会で海に興味を持って行動する人が増
えて欲しい。 


